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広
大
な
敷
地
に
建
つ
こ
の
施

設
は
、
Ｐ※
Ｆ
Ｉ
事
業
方
式
の
生

ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
セ
ン
タ

ー
で
、
処
理
量
は
、
全
国
の
自

治
体
で
は
最
大
規
模
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ご
み
処
理
は
、
自
治
体
の
大

き
な
事
業
の
ひ
と
つ
で
す
。
長

岡
市
の
バ
イ
オ
ガ
ス
化
と
、
須

恵
町
が
行
っ
て
い
る
固
形
燃
料

化
の
工
程
の
違
い
は
あ
り
ま
す

が
、
と
も
に
ご
み
を
有
効
に
利

用
し
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
細
菌
の
作

用
に
よ
っ
て
メ
タ
ン
ガ
ス
の
発

生
を
促
す
こ
と
で
生
成
さ
れ
る

バ
イ
オ
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
、

発
電
機
を
運
転
し
て
い
ま
す
。

　

長
岡
市
は
、
生
ご
み
の
バ
イ

オ
ガ
ス
化
に
よ
っ
て
電
気
を
生

み
出
し
（
１
日
約
１
０
０
０
世

帯
分
）
年
間
４
１
０
万
ｋ
ｗ
の

発
電
を
し
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
を
燃
料
と
し
て
い
る

た
め
、
ご
み
の
出
し
方
が
細
分

化
さ
れ
（
８
種
類
）
、
各
地
区

の
環
境
美
化
委
員
（
全
体
で
約

１
７
０
０
人
）
が
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
巡
回
・
点
検
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地
区
で
は
当
番
制

で
ご
み
の
点
検
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
組
織
が
で
き
あ

が
っ
て
い
る
面
は
、
十
分
に
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

帯広市

千歳市 長岡市

玉村町

　

１
日
平
均
５
７
０
０
台
の
通

勤
や
物
流
の
車
両
で
賑
わ
う
群

馬
県
玉
村
町
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｉ
Ｃ
は
、
高
崎
市
（
８

割
）
・
玉
村
町
（
２
割
）
が
共

同
で
建
設
し
て
お
り
、
上
下
線

の
出
入
口
は
北
関
東
自
動
車
道

で
、
東
日
本
管
内
で
３
番
目
に

多
い
利
用
本
数
で
す
。

　

地
理
的
に
高
崎
市
・
前
橋
市

に
隣
接
す
る
中
山
道
第
一
の
宿

場
町
と
し
て
過
去
発
展
し
ま
し

た
が
、
現
在
は
人
口
約
３
万
６

８
０
０
人
の
、
の
ど
か
な
農
村

の
風
景
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

町
に
は
鉄
道
が
な
く
、
町
の

活
性
化
の
夢
を
の
せ
て
建
築
さ

れ
た
Ｉ
Ｃ
と
道
の
駅
で
す
。

　

地
元
の
農
産
物
・
加
工
品
な

ど
を
生
産
す
る
人
と
消
費
す
る

人
の
交
流
を
図
り
、
災
害
時
の

緊
急
避
難
施
設
を
目
的
と
し
て

建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｉ
Ｃ
は
、
平
成
26
年
２

月
に
開
通
し
、
同
時
に
道
の
駅

玉
村
宿
を
平
成
27
年
５
月
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
高
速
道
か

ら
一
般
道
の
道
の
駅
に
降
り
、

買
い
物
や
食
事
を
し
た
あ
と
に

ま
た
高
速
道
に
戻
る
二
段
階
方

式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。

　

町
で
は
、
産
業
・
農
業
・
人

口
の
増
加
の
糸
口
と
し
て
、
Ｉ

Ｃ
・
道
の
駅
の
利
用
を
大
い
に

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 （
報
告
者 

三
⻆ 

栄
重 

委
員
）
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帯
広
市
は
、
人
口
約
16
万
８

千
人
。
中
学
校
14
校
、
小
学
校

26
校
、
幼
稚
園
・
保
育
所
は
56

と
、
か
な
り
大
き
な
都
市
で
す
。

　

須
恵
町
が
、
地
域
か
ら
小
学

校
区
を
中
心
と
し
た
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
立
ち
上
げ
た
の
に

対
し
、
こ
こ
で
は
中
学
校
を
中

心
に
「
帯
広
市
エ
リ
ア
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
構
想
」
と
し
て
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

先
進
的
な
「
東
京
都
北
区
フ

ァ
ミ
リ
ー
構
想
」
を
参
考
に
、

連
携
推
進
の
ベ
ー
ス
と
し
て
中

学
校
区
を
ひ
と
つ
の
エ
リ
ア
と

し
て
考
え
る
構
想
で
す
。

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
『
子

ど
も
の
「
育
ち
」
を
つ
な
ぎ
、

「
学
び
」
を
つ
な
ぐ
』
で
す
。

平
成
22
年
度
に
幼
稚
園
や
保
育

所
、
学
校
、
教
育
委
員
会
等
の

職
員
か
ら
な
る
幼
保
小
中
連
携

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
一
部
エ

リ
ア
で
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
24

年
度
に
は
全
エ
リ
ア
が
始
動
し

ま
し
た
。

　

帯
広
市
と
の
討
議
の
中
で
、

中
学
校
を
中
心
に
立
ち
上
げ
た

だ
け
あ
っ
て
、
教
師
の
意
識
が

高
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ

ン
と
若
手
の
連
携
、
授
業
改
善
、

質
を
高
め
る
と
い
っ
た
議
論
が

な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
２
年
生
に
家
庭
科
の
授

業
で
幼
稚
園
児
の
指
導
を
さ
せ

た
と
こ
ろ
「
優
し
く
な
っ
て
帰

っ
て
き
た
」
と
の
話
に
も
感
じ

入
り
ま
し
た
。

　

千
歳
市
は
人
口
約
９
万
６
千

人
、
中
学
校
は
９
校
、
小
学
校

は
17
校
、
自
衛
隊
駐
屯
地
と
基

地
、
空
港
が
あ
り
ま
す
。

　

自
衛
隊
員
９
千
人
、
そ
の
家

族
・
Ｏ
Ｂ
を
合
せ
る
と
２
万
４

千
人
、
こ
れ
だ
け
で
須
恵
町
の

人
口
に
近
く
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
電
子
黒
板
、
実

物
投
影
機
、
ブ
ル
ー
レ
イ
レ
コ

ー
ダ
ー
を
全
小
中
学
校
の
全
普

通
教
室
に
一
台
ず
つ
合
計
２
８

７
式
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
事
業
費
約
１
億
５
４
０
０
万

円
は
、
防
衛
省
の
交
付
金
を
活

用
し
て
お
り
、
当
町
と
し
て
は

う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
。

　

あ
く
ま
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
ツ
ー

ル
と
し
て
使
っ
て
い
ま
す
が
、

「
学
習
に
対
す
る
興
味
や
関
心

が
高
ま
っ
た
」
と
生
徒
の
感
想

が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
千
歳
科
学
技
術
大
学

と
教
育
委
員
会
の
連
携
で
、
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
開
発

・
導
入
し
、
市
内
の
全
小
中
学 

校
の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
て
、

家
庭
学
習
で
こ
れ
を
活
用
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
当
町

で
も
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
報
告
者 

白
水 

勝
元 

委
員
）
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